
旬をおいしく！
農菜レシピ スタッフドピーマン・ピーマンのじゃこ炒め

＊材料＊（２人分）

下ごしらえ  ・ピーマンは縦半分に切り、種を取り除く。
 　　　　　・玉ねぎはみじんに切り、バターでしんなりするまで
　　　　　　 炒め、冷ましておく。
 　　　　　・パン粉に牛乳を加え、ふやかしておく。

①ボウルに挽き肉と塩ひとつまみを入れてよくこね、玉ねぎ、パ
　ン粉、卵を加えてさらにこねる。
②ピーマンに小麦粉をまぶし、タネを詰める。

③フライパンに油を敷き、肉の面を下にして
　焼く。焼き色がついたらひっくり返し、チー
　ズをのせる。

④弱火にしてふたをし、火が通るまで焼く。
⑤皿に盛り、Ａを合わせたソースをかける。

①ピーマンを太めの千切りにして、油で炒める。
②油がまわったら、ちりめんじゃことＢを加え、強火で
　汁気を飛ばしながら炒める。

＊作り方＊

平成29年度通常総代会開催

事業計画・業務収支予算を承認

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

☆スタッフドピーマン

ピーマン…２個
ちりめんじゃこ…15ｇ
Ｂ　酒…大さじ１
　　しょうゆ…小さじ１
　　塩…少々

☆ピーマンのじゃこ炒め

☆スタッフドピーマン

☆ピーマンのじゃこ炒め

スタッフドピーマンとは…

「stuffed」は、「詰める」という意味だそうです。
つまり「ピーマンの肉詰め」ですね。

お好みでチーズを増量しても美味しい！

小麦粉をまぶすことで、
ピーマンと肉がはがれにくくなります。

ゆ
い
と

ゆ
め
な

ピーマン…３個
小麦粉…適宜
合い挽き肉…120ｇ
玉ねぎ…小 1/2 個
卵…1/2 個分
パン粉…大さじ２
牛乳…大さじ１
サラダ油…大さじ２
チーズ…適宜
Ａ　ウスターソース…大さじ１
　　トマトケチャップ…大さじ２

スタッフド

やまなし［発行］
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北
杜
市
小
淵
沢
町
で
水
稲
１
２
０

㌃
、
野
菜
１
５
０
㌃
を
栽
培
し
て
い

る
五
味
さ
ん
。

　
栽
培
品
目
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ほ
か
、

黒
米
や
赤
米
、
ヤ
ー
コ
ン
、
レ
ス
ト

ラ
ン
用
の
カ
ラ
フ
ル
野
菜
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
加
工
品
の
開
発
、

販
路
拡
大
に
も
精
力
的
で
、
１
年
に

70
日
は
東
京
へ
営
業
に
出
向
き
ま
す
。

　
孫
の
結
仁
く
ん
は
農
業
機
械
が
大

好
き
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

畑
を
耕
し
た
り
、
収
穫
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
し
ま
す
。
２
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
の
結
芽
菜
ち
ゃ
ん
は
フ
ル
ー
ツ
と
グ
ミ
が
大
好
き
。

　
２
人
と
も
４
月
か
ら
保
育
園
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
名
前
の
「
結
」

に
は
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
お
友
達
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ね
。

浅
川
　
結
仁
く
ん
（
３
）　
結
芽
菜
ち
ゃ
ん
（
２
）

五
味
　
斉
さ
ん
（
56
）　
久
仁
子
さ
ん
（
56
）

山梨県農業共済組合

ア
ル
バ
ム

冬号

　
通
常
総
代
会
を
終
え
、
平
成
29
年
度
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
い
た
総
代

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
収
入
保
険
制
度
導
入
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
見

直
し
を
含
ん
だ
農
業
災
害
補
償
法
の
改
正
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年

の
年
で
も
あ
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
「
備
え
の
種
を
ま
こ

う
。
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
今
後
す
べ
て
の
農
家

さ
ん
を
対
象
に
両
制
度
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
７
秋
号

　
　
　  （
平
成
29
年
８
月
発
行
予
定
）

平成29年度通常総代会開催事業計画・業務収支予算を承認
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平
成
29
年
度
通
常
総
代
会

事
業
計
画
・
業
務
収
支
予
算
を
承
認

　
平
成
29
年
度
通
常
総
代
会
が
、
５
月
24

日
に
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。総
代
１
４
６
人
中
１
４
５
人（
本

人
出
席
67
人
、
書
面
出
席
78
人
）
が
出
席

し
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
業
務
収
支
予

算
な
ど
10
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
大
塩
力

也
総
代
が
選
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
総
代
か
ら
果
樹
共
済
の
推

進
方
策
や
、
全
国
的
な
加
入
率
に
つ
い
て

の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
初
年
度
と
な
っ
た
平
成
28
年
度
は
、

主
要
事
業
の
果
樹
共
済
で
前
年
実
績
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年
の

節
目
の
年
で
す
。
平
成
31
年
か
ら
収
入
保

険
制
度
が
導
入
さ
れ
、
補
償
の
一
層
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
す
。
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
組
合
員
に
還
元
で
き
る
よ
う
、

加
入
率
の
向
上
と
地
域
農
業
の
振
興
に
組

織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
農
業
共
済
事
業
の
発
展
と
組

合
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

４
団
体
及
び
52
名
の
方
々
へ
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
皆
様
に
は
、心
か
ら
感
謝
し
、

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
推
進
功
績
者
表
彰

平
成
28
年
度
、
農
業
共
済
事
業

を
大
き
く
伸
長
さ
せ
る
な
ど
、

事
業
推
進
に
著
し
く
貢
献
し
た

団
体
・
個
人

団
体
の
部

　
一
宮
地
区
共
済
部
長
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
）

　
菱
山
地
区
共
済
部
長
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
）

　
松
里
地
区
共
済
部
長
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
）

　
巨
摩
野
農
協
果
実
部
源
支
部

　
　
　
　
　
（
南
ア
ル
プ
ス
）

個
人
の
部

　
里
吉
　
賤
男
（
中
央
）

　
中
村
　
義
孝
（
富
士
）

　
舩
木
　
久
夫
（
富
士
）

退
任
役
員
表
彰

農
業
共
済
事
業
の
運
営
に
尽
力

し
、
退
任
し
た
理
事

　
林
　
　
泰
彦

退
任
共
済
部
長
等
表
彰

在
職
９
年
以
上
で
退
任
し
た
共

済
部
長
・
総
代
・
損
害
評
価
会

委
員
・
損
害
評
価
員
等

中
央
支
所

　
秋
山
　
正
純

　
荻
原
　
静
雄

　
柳
川
　
正
三

　
渡
辺
　
圭
介

　
千
野
　
健

　
石
原
　
五
夫

　
中
沢
　
忠
良

　
山
中
　
富
喜
生

　
長
田
　
米
昭

　
内
藤
　
光
一

　
井
出
　
忠
人

　
田
中
　
徳
義

　
三
枝
　
徳
雄

　
丸
山
　
喜
久
（
故
）

南
ア
ル
プ
ス
支
所

　
秋
山
　
仁

　
石
川
　
仁

　
金
丸
　
育
造

　
樋
口
　
正
仁

　
中
込
　
克
仁

　
野
呂
瀬
　
信
一

　
秋
山
　
登

　
原
川
　
武
（
故
）

　
小
林
　
一
男
（
故
）

　
深
澤
　
正
史

　
塩
谷
　
久

北
部
支
所

　
横
森
　
陽

　
守
屋
　
一

　
栗
林
　
安
壽

　
小
泉
　
正
之

　
内
藤
　
幹
雄

　
湯
舟
　
源
孫

　
宮
川
　
節
夫

　
武
藤
　
治
正

　
山
本
　
幸
男

　
中
込
　
一
郎

　
有
泉
　
源
一
郎

富
士
支
所

　
山
崎
　
明
彦

　
久
根
口
　
春
良

　
杉
本
　
幸
明

　
佐
藤
　
三
千
雄

　
原
田
　
耕
治

　
水
越
　
徳

　
佐
々
木
　
茂

　
奥
秋
　
長
俊

　
河
村
　
豊
作

　
守
屋
　
富
重

退
職
職
員
表
彰

組
合
に
10
年
以
上
勤
務
し
、
退

職
し
た
職
員

　
古
澤
　
由
香

永
年
勤
続
職
員
表
彰

組
合
に
25
年
以
上
勤
務
し
、
勤

務
成
績
優
秀
な
職
員

　
飯
泉
　
豊
子

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

来
賓
祝
辞
（
要
旨
）

　
　
　
山
梨
県
農
政
部
長
　大
熊
　規
義

あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
　
　
　
　
　
組
合
長
　
　佐
藤
　鎮
平

制
度
普
及
と
事
業
推
進
に
尽
力

―

平
成
28
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰―

第１号議案
平成28年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益
計算書及び剰余金処分案並びに不足金処理案の承認に
ついて
　組合の平成28年度事業実績と決算について承認されました。
【平成28年度事業報告：４ページに関連記事】

第２号議案
平成29年度事業予定計画の設定並びに業務収支予算の
承認について
　組合の平成29年度事業計画と予算について承認されました。
【平成29年度事業計画：５ページに関連記事】

第３号議案
平成29年度事務費賦課金の賦課額及び賦課方法の承認
について
　平成29年度の共済事業ごとの賦課金の額について承認され
ました。
　（事務費賦課金の予定総額：２億4,567万円）

第４号議案
役員、損害評価会委員、支所運営委員、共済部長協議
会長会委員、共済部長、損害評価員報酬及び顧問料の
承認について
　（役員1,143万６千円以内、損害評価会委員45万円以内、
　　支所運営委員210万円以内、協議会長会委員20万円以内、
　　共済部長3,095万７千円以内、損害評価員296万２千円以
　　内、顧問料32万４千円以内）

第５号議案
特別積立金取崩し並びに農作物共済収支の推計等の承
認について
　損害防止事業に係る経費として農作物共済勘定１千万円、
家畜共済勘定50万円、畑作物共済勘定30万円の範囲内で特別
積立金の取崩しが承認されました。

第６号議案
果樹、畑作物並びに園芸施設共済に係る無事戻金の承
認について
　平成26年度から28年度の３カ年を対象に、果樹共済で
2,861戸13,371,824円、畑作物共済で５戸39,549円、園芸施設
共済で588戸7,306,821円を支払うことが承認されました。

第７号議案
家畜診療所運営委員及び損害評価会委員の承認につい
て
　県職員の人事異動等により、家畜診療所運営委員１人、損
害評価会委員14人の補充選任が承認されました。

第８号議案
借入金最高限度額及び借入条件等の承認について
　借入最高限度額を２億円とし、独立行政法人農林漁業信用
基金及び組合の預け入れ先金融機関を借入先とすることにつ
いて承認されました。

第９号議案
余裕金の運用先金融機関の承認について
　県内ＪＡ、山梨信連、山梨中央銀行などの29金融機関等を
余裕金の運用先とすることについて承認されました。

第10号議案
建物共済連合会等事業責任安定化対策に係る契約（附
属書）の一部変更について
　貸付限度額を30億円から50億円に引き上げ、それでも不足
金が発生する場合には、追加貸付を行うことができるように
する契約の一部変更が承認されました。
※地震等で甚大な被害が発生した場合、他県ＮＯＳＡＩから
　無償で資金を借り受け、共済金の円滑な支払いと経営安定
　に資することを目的に建物総合共済を実施する44都府県の
　ＮＯＳＡＩで締結した契約です。

提出・承認された議案

平成29年度通常総代会平成29年度通常総代会

　
通
常
総
代
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
で
は
、
農
業
・
農
村
の
発
展
の
た
め
、

「
儲
か
る
農
業
の
展
開
」
と
「
活
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
農
山
村
の
創
造
」
を
目
標
に

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
よ
る
農
家
の
経
営
安
定
の
更
な
る
強
化

と
、
県
の
施
策
と
が
相
ま
っ
て
、
本
県
農

業
・
農
村
が
発
展
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山梨県
大熊規義農政部長

菱山地区共済部長協議会の三森弘喜さん

事業推進功績者表彰を受けた
中村義孝さん（左）と舩木久夫さん（右）

NOSA I山梨
佐藤鎮平組合長

議長
大塩力也総代
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平
成
28
年
度
事
業
報
告

　
28
年
度
は
合
併
初
年
度
と
し
て
、

県
１
組
合
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
積
極
的
な
事
業
推
進

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
特
に
主
要
事
業
で
あ
る
果
樹
共

済
で
は
、
支
所
の
枠
を
越
え
て
全

職
員
が
一
丸
と
な
り
、
未
加
入
農

家
へ
の
全
戸
訪
問
を
２
回
に
わ
た

り
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

継
続
落
ち
が
大
き
い
中
で
、
90
㌶

超
の
新
規
加
入
を
獲
得
し
、
４
年

ぶ
り
に
前
年
度
を
上
回
る
加
入
実

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
対
前
年
面
積
比
１
０
１
・
７
％
）

　
建
物
共
済
に
つ
い
て
は
、
目
標

の
達
成
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
結
果
、

全
事
業
の
総
共
済
金
額
（
補
償
金

額
）
は
４
６
０
１
億
円
（
前
年
比

97
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
は
地
震
、
台
風
、
豪

雨
、
豪
雪
等
に
よ
り
大
き
な
被
害

が
発
生
し
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
山
梨
県
に
は
大
き
な
台

風
の
襲
来
も
な
く
、
支
払
共
済
金

は
３
億
４
９
２
３
万
円
余
り
（
前

年
比
75
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

引受実績　総共済金額4,601億円（補償金額）

平
成
29
年
度
事
業
計
画

平
成
29
年
度

業
務
収
支
予
算

　
29
年
度
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

発
足
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き

た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
充
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
制
度
の
普
及
拡

大
を
図
り
、
総
共
済
金
額
（
補
償

金
額
）
４
６
０
３
億
円
の
達
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
30
年
秋
か
ら
加
入
受
付
が
始
ま

る
農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
や
31

年
当
初
か
ら
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

改
正
に
向
け
、
農
家
組
合
員
の
皆

様
を
は
じ
め
加
入
資
格
を
有
す
る

す
べ
て
の
農
業
者
へ
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
円
滑
に
移
行
が
図

れ
る
よ
う
充
分
な
準
備
を
行
い
ま

す
。

引受計画　総共済金額4,603億円（補償金額）

農作物共済
引受面積　       450,305 a
共済金額　　    3,813,933 千円
支払共済金    7,461,858 円 

（前年比　97.2％）

（前年比　96.3％）

　水稲では、山間地を中心とした獣害や、８月中旬
から９月中旬の日照不足の影響により穂いもち病の
被害が発生しました。

引受頭数　　        23,241 頭
共済金額  　         1,354,068 千円
支払共済金  108,729,195 円 

（前年比　119.1％）

（前年比　111.2％）

　加入頭数及び共済金額とも増加となりました。事
故については、死廃事故は減少しましたが、病傷事
故は増加した結果、前年実績並みとなりました。

家畜共済農作物共済
引受面積　 440,925 a
共済金額  3,639,475 千円

家畜共済
引受頭数　　　  24,455 頭
共済金額　　  1,343,109 千円

園芸施設共済
引受棟数　　        2,388 棟
共済金額           2,532,283 千円
支払共済金    2,455,832 円

（前年比　  99.0％）

（前年比　102.8％）

　加入棟数は前年実績を下回りましたが、大型ハウ
スの加入が増えたことにより、共済金額は増加しま
した。被害は、風害などにより245万円余り（前年比
40 .1％）の共済金を支払いました。

建物共済
引受棟数　　        39,563 棟
共済金額        444,489,130 千円
支払共済金  144,726,364 円

（前年比　96.9％）

（前年比　97.1％）

　自然災害を補償する総合共済の加入は前年度を上
回りましたが、火災共済・総合共済の合計では前年
実績割れとなりました。被害件数は風雪害が全体の
76％を占めています。

農機具共済
引受台数　  　      2,088台
共済金額 　　  2,009,680千円
支払共済金    4,863,427円

（前年比　96.8％）

（前年比　99.9％）

　加入台数及び共済金額とも減少しました。事故件
数は衝突及び接触事故が全体の約50％を占めていま
す。

※

※農機具更新共済の期間満了による共済金を除く。

果
樹
共
済
全
戸
訪
問

全
職
員
を
動
員
し
、
中
央
支
所
管
内

の
果
樹
共
済
未
加
入
農
家
５
０
０
０

戸
へ
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

　果樹共済は、28年度に引き続き、未加入農家
への全戸訪問推進を行います。また、全ての加
入農家に対しても戸別訪問を行い、共済ニーズ
の掘り起こしを再度行うなど、年間を通じて途
切れのない加入推進を行い、加入面積163,765ａ
（前年比101.4％）を目指します。
　建物共済は、引き続き加入資格の確認を実施
して、適正加入を図るとともに、加入プラン提
案書等により、わかりやすくきめ細かな提案型
推進を行います。共済金額（補償金額）4,448億
円を目標とし、前年実績の確保を目指します。

果樹共済
引受面積　 163,765 a
共済金額  5,983,668 千円

畑作物共済
引受面積　　　　7,550 a
共済金額　　　　   10,408 千円

園芸施設共済
引受棟数　　  2,432 棟
共済金額  2,590,735 千円

建物共済
引受棟数　　     39,718 棟
共済金額  444,814,570 千円

農機具共済
引受台数　　  2,106 台
共済金額  2,003,560 千円

事業計画のポイント

果樹共済
引受面積　　    161,526 a
共済金額           5,906,449 千円
支払共済金  80,980,598 円

（前年比　101.7％）

（前年比　  99.3％）

　全戸農家訪問の成果により、引受面積は増加とな
りました。被害は７月上旬の強風による落果や枝折
れ、大雨による裂果などが発生しました。

畑作物共済
引受面積　  　　     7,759 a
共済金額        　　　　11,326 千円
支払共済金  　　  17,334 円

（前年比　159.2％）

（前年比　236.8％）

　南アルプス支所管内で新たな加入があり、加入面
積7,759ａ（前年比159.2％）となり、大幅に増加しま
した。

支出
の部
984,740
（千円）

人件費
608,310

業務費
89,907

普及推進費
81,944

施設費
55,663

事務費
42,099

損害防止費
31,350

諸税負担金
16,976

損害評価費
7,131

旅費交通費
7,080 その他

44,280

収入
の部
984,740
（千円）

受取補助金
509,786

事業勘定受入
204,491

受取利息
98,979

事務費賦課金
51,976

受託収入
17,333

損害防止収入
9,886

前期繰越業務残金
9,116

その他
83,173

　ＮＯＳＡＩ制度70周年の節目に、新たな
キャッチフレーズが誕生しました。
「備えの種」は、ＮＯＳＡＩ制度と収入保
険制度、及び被害の未然防止に取り組むリ
スクマネジメント支援活動等を表し、「種
をまこう。」との呼びかけは、全ての農業
者に対して両制度等を普及していくＮＯＳ
ＡＩ団体の決意を示しています。

ＮＯＳＡＩ制度70周年キャッチフレーズ

平成29年度通常総代会平成29年度通常総代会
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農
業
で
健
康
「
一
石
二
鳥
」

し
い
ほ
ど
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
弘
子
さ
ん
は
絵
画
や
書
道
が
好
き
。

５
年
前
、
友
人
の
紹
介
で
ち
ぎ
り
絵

を
知
り
、
と
り
こ
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
市
の
文
化
祭
に
出
展
す
る
ほ

ど
の
腕
前
で
す
。
今
で
も
作
業
を
始

め
る
と
時
間
を
忘
れ
る
く
ら
い
没
頭

し
て
い
ま
す
。

は
年
間
を
通
し
て
約
40
種
類
の
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
般
的
な
野
菜
は
ほ
と
ん
ど
栽

培
し
て
い
ま
す
。
親
族
や
近
所
の
人

に
食
べ
て
も
ら
っ
て
『
お
い
し
い
』

と
言
っ
て
も
ら
う
の
が
何
よ
り
励
み

に
な
り
ま
す
」
と
主
税
さ
ん
。
料
理

上
手
な
弘
子
さ
ん
は
、
作
っ
た
野
菜

を
無
駄
な
く
大
切
に
使
い
、
時
に
は

お
菓
子
に
も
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
主
税
さ
ん
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
共
済

部
長
を
15
年
間
勤
め
て
い
ま
す
。「
役

員
は
大
変
で
す
が
人
の
た
め
に
な
り

地
域
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
、
引
き

受
け
て
い
ま
す
。
水
稲
の
い
も
ち
病

防
除
や
建
物
共
済
の
帯
同
推
進
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
農
家
の

た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
20
代
の
頃
か
ら
骨
董
品
が
好
き
な

主
税
さ
ん
は
、
東
京
や
横
浜
の
骨
董

市
に
出
か
け
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
「
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
楽

し
い
。
合
間
に
食
事
す
る
時
間
も
惜

　
「
こ
れ
か
ら
先
、
農
業
は
大
切
に

な
っ
て
く
る
よ
。
自
分
自
身
で
安
全

な
も
の
を
作
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、

健
康
作
り
に
も
な
る
の
で
、
一
石
二

鳥
で
や
り
が
い
も
感
じ
ま
す
」
と
話

す
中
村
さ
ん
夫
婦
。

　
主
税
さ
ん
と
弘
子
さ
ん
は
、
昭
和

51
年
に
結
婚
。
主
税
さ
ん
は
東
京
消

防
庁
に
勤
務
し
な
が
ら
実
家
の
農
業

を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
定
年
退
職

後
、
本
格
的
に
農
業
を
始
め
、
現
在

趣
味
は
骨
董
と
絵
画

弘子さん作のちぎり絵

ネギやニンニクなどを栽培する畑にて中村さん夫婦

お
互
い
へ
一
言

主
税
さ
ん

　
お
互
い
体
に
気
を
つ
け
て
、
こ

れ
か
ら
も
協
力
し
助
け
合
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

弘
子
さ
ん

　
年
齢
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
大
変

に
な
る
の
で
、
無
理
は
せ
ず
体
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

経営規模　水稲10ａ　野菜35ａ

上野原市
大目地区共済部長

なかむら　　　 　ちから

ひろこ
中村　主税さん（74）
　　　弘子さん（70）

ＮＯＳＡＩの縁の下の力持ち
共済部長さんをパートナーとして支える

奥様と共に紹介します

耳標は両耳に、正面向きに装着します

オリゼメート粒剤を10ａ当たり１㎏散布します。散布後４日から５日は、
湛水状態を保ちます

おしらせ

　
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
法
で
は
、

牛
の
耳
標
の
装
着
と
出
生
・
異
動
・
死

亡
な
ど
各
種
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
子
牛
が
出
生
し
た
ら
、
１
週
間
以
内

に
耳
標
を
装
着
し
、
出
生
の
届
出
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。ま
た
、牛
の
異
動（
転

出
・
転
入
）
、
死
亡
時
に
も
す
み
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
種
届
出
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
電
話
（
音
声
対
応
シ
ス
テ
ム
）
か

ら
行
う
と
、
届
出
内
容
が
即
日
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
反
映
さ
れ
簡
単
・
確
実
で
す
。

※

疾
病
等
で
獣
医
師
の
診
療
を
受
け
、
耳
標
装

　
着
に
よ
り
悪
影
響
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場

　
合
に
は
、
個
体
識
別
の
で
き
る
措
置
を
講
じ

　
た
上
で
、
装
着
が
可
能
に
な
る
ま
で
の
間
、

　
猶
予
さ
れ
ま
す
。

家
畜
共
済

  

大
豆
共
済
の
申
込
受
付
中

  

耳
標
の
装
着
と

  

届
出
は
す
み
や
か
に

　
補
償
割
合
の
高
い
、
全
相
殺
方
式
の

加
入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

【
加
入
申
込
期
間
】

　
６
月
10
日
か
ら
７
月
10
日

【
加
入
対
象
】

　
県
内
に
在
住
で
、
大
豆
を
５
㌃
以
上

栽
培
し
て
い
る
農
家
。

※

全
相
殺
方
式
へ
の
加
入
に
は
、
生
産
量
の
お

　
お
む
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
に
出
荷
し
て
い
る
こ

　
と
が
条
件
で
す
。

※

「
え
だ
ま
め
」
及
び
「
黒
大
豆
」
は
加
入
で

　
き
ま
せ
ん
。

　
牛
肉
の
安
全
性
に
対
す
る
信
頼
確
保
や

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
ま
ん
延
防
止
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
15
年
に
公
布
さ
れ
た
法
律
で
す
。

牛
を
10
桁
の
個
体
識
別
番
号
で
一
元
管
理

し
、
生
産
・
流
通
の
各
段
階
で
正
確
に
伝

達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
に
対
し
て

個
体
識
別
情
報
の
提
供
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
消
費
者
は
、
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
個
体
識

別
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
牛
の
生
産
履
歴
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
と
は

畑
作
物
共
済

お問い合わせ

富士支所
　0554ー45ー6611

南アルプス支所
　055ー282ー0443

中央支所
　055ー266ー4411
0553-22-5056
（7月10日～）

北部支所
　0551ー23ー1111

  

被
害
申
告
は
お
早
め
に

全
共
済
共
通

　Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
被
害
調
査
は
現
地
確

認
が
基
本
で
す
。
被
害
申
告
が
遅
れ
て

被
害
状
況
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
共
済
金
の
支
払
い
が

見
込
ま
れ
る
損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

果
樹
共
済

　
局
地
的
な
強
風
な
ど
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
は
、
被
害
果
の
摘
果
や
落
果
し
た

果
実
な
ど
を
園
地
か
ら
出
し
て
し
ま
う

前
に
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

　
被
害
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
被
害
発

生
の
日
時
や
被
害
の
状
況
を
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
修
復
を
急

い
で
い
る
場
合
で
も
、
修
復
前
に
必
ず

被
害
状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

  

水
稲
い
も
ち
病

  

一
斉
防
除
実
施
中

　い
も
ち
病
は
、
胞
子
を
飛
ば
し
伝
染

す
る
稲
の
病
気
で
す
。
発
生
し
て
か
ら

で
は
防
除
が
困
難
で
、
集
団
防
除
が
よ

り
効
果
的
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
被
害
低
減
と
生
産

性
の
向
上
を
目
的
に
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
等
に
よ
る
一
斉
防
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

損
害
防
止
事
業

!

※
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口座振替依頼書記入例
押印していただくハンコは、金融
機関への届出印です。提出の際、
再度ご確認をお願いします。

  
掛
金
の
支
払
は
口
座
振
替
で

事
故
防
止
の
「
声
か
け
」
を
！

　
共
済
掛
金
等
は
、
口
座
振
替
に
よ
る

お
支
払
い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
へ
の
お
手
続
き
は
簡
単
で

す
。
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
提

出
い
た
だ
く
だ
け
で
完
了
し
ま
す
。

　
現
在
、
共
済
掛
金
等
を
「
現
金
」
で

お
支
払
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
、

口
座
振
替
の
お
願
い
と
口
座
振
替
依
頼

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
是
非
と
も
口
座
振
替

に
よ
る
お
支
払
い
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

振
替
手
数
料
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
負
担

し
ま
す
。

口
座
振
替
が
可
能
な
金
融
機
関

　
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
）

　
山
梨
中
央
銀
行

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
甲
府
信
用
金
庫

　
山
梨
信
用
金
庫

　
山
梨
県
民
信
用
組
合

　
都
留
信
用
組
合

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

　
①
金
額
が
通
帳
に
記
帳
さ
れ
、
後
で

　
　
確
認
す
る
こ
と
が
容
易
で
す
。

　
②
掛
金
等
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
確

　
　
実
に
補
償
が
継
続
し
ま
す
。

　
③
手
元
に
現
金
を
用
意
す
る
必
要
が

　
　
な
く
、
紛
失
盗
難
な
ど
の
ト
ラ
ブ

　
　
ル
防
止
に
な
り
ま
す
。

　
農
作
業
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
一

人
一
人
の
安
全
意
識
と
、
家
族
な
ど
周

囲
か
ら
の
「
声
か
け
」
で
一
層
の
事
故

防
止
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
乗
車
時
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
、

み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
っ
て
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
熱
中
症
に
よ
る

死
亡
事
故
の
発
生
も
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

農
作
業
は
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
外
し
、

こ
ま
め
な
休
憩
、
水
分
補
給
を
し
な
が

ら
、
２
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

お問い合わせ

富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、道志村、
西桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村、富士河口湖町、
小菅村、丹波山村

富士支所　０５５４ー４５ー６６１１

南アルプス市、中央市、市川三郷町、早川町、身延町、
南部町、富士川町、昭和町

南アルプス支所　０５５ー２８２ー０４４３

韮崎市、北杜市、甲斐市

北部支所　０５５１ー２３ー１１１１

収
入
保
険
Ｑ
＆
Ａ

　平
成
31
年
産
か
ら
の
導
入
が
予
定
さ

れ
て
い
る
収
入
保
険
の
「
ど
う
な
る
の

？
」
に
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。

加
工
品
の
売
り
上
げ
は
収
入
に
な

る
の
？

加
工
品
は
販
売
収
入
の
対
象
外
で

す
が
、
所
得
税
法
上
農
業
所
得
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
対
象
に
な
り

ま
す
。
（
左
記
参
照
）

所得税法上農業所得として
扱われているものの例
・精米、餅
・荒茶、仕上げ茶
・梅干し（白干し）
・畳表
・干し柿
・干しシイタケ
・牛乳

ＱＡ
収
入
保
険
制
度
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制

度
は
両
方
加
入
で
き
る
の
？

収
入
保
険
制
度
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
と
重
複
し
て
加
入
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
農
家
は
ど
ち
ら

か
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
制
度
の
う
ち
、
固
定
資
産
の
損

失
を
補
て
ん
す
る
園
芸
施
設
共
済

な
ど
と
の
重
複
加
入
は
可
能
で
す
。

ＱＡ

　
「
こ
の
地
域
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う

な
農
家
に
な
り
た
い
」
と
話
す
の
は
、

市
川
三
郷
町
で
特
産
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

「
甘
々
娘
」
の
栽
培
に
力
を
入
れ
る
佐

藤
信
也
さ
ん
（
32
）
。
農
作
業
を
デ
ー

タ
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で
作

業
の
効
率
化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
規
模

拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
出
身
の
佐
藤
さ
ん
は
、
２
０

０
９
年
10
月
に
農
業
協
力
隊
と
し
て
市

川
三
郷
町
に
移
住
。農
業
生
産
法
人「
株

式
会
社
ア
グ
リ
甲
斐
」
で
研
修
を
受
け
、

２
０
１
２
年
４
月
に
独
立
し
ま
し
た
。

現
在
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
中
心
に
、

約
２
㌶
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
主
力
の
甘
々
娘
は
、
文
字
通
り
糖
度

が
高
く
、
収
穫
直
後
は
生
で
食
べ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
消
費
者
に
人
気
の
品

種
で
す
が
、
佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
生
産

者
に
と
っ
て
は
栽
培
が
難
し
い
品
種
と

い
い
ま
す
。
間
引
き
作
業
や
除
房
作
業

な
ど
に
手
間
を
か
け
、
高
品
質
な
甘
々

娘
の
栽
培
に
努
め
て
い
ま
す
。
「
今
後

は
規
模
を
拡
大
し
て
、
東
京
な
ど
首
都

圏
へ
の
販
路
も
開
拓
し
て
い
き
た
い
」

と
佐
藤
さ
ん
。

　
農
作
業
は
妻
の
純
子
さ
ん
と
２
人
で

行
う
た
め
、
作
業
の
効
率
化
に
重
点
を

置
き
ま
す
。
作
業
日
誌
や
簿
記
は
デ
ー

タ
化
し
て
管
理
し
「
作
業
日
誌
を
基
に

２
人
の
時
給
を
計
算
し
て
み
る
と
、
ど

ち
ら
が
ど
の
作
業
を
効
率
良
く
こ
な
し

て
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
」
と
、
作

業
分
担
に
も
デ
ー
タ
を
役
立
て
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
法
人
化
を
検
討
中
で
、
今
後

の
た
め
に
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
利
用
し
、

失
敗
し
や
す
い
点
や
必
ず
行
う
べ
き
作

業
な
ど
、
誰
が
み
て
も
分
か
り
や
す
い

も
の
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
農
家
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
「
高
齢
者
が
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

土
地
を
、
全
部
受
け
る
ぐ
ら
い
の
つ
も

り
で
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

２ヵ月間無料で毎週ご自宅にお届け！
収入保険制度の正確な情報満載

年間購読料 ４，６８０円
毎週水曜日発行

ＮＯＳＡＩ山梨広報係　ＴＥＬ055-228-4711　http://www.nosai-yamanashi.or.jp

生産現場のアイデアが満載

分かりやすい農政解説

NOSAIの仕組みが分かる

身近な話題が豊富

農業共済新聞を、２ヵ月無料で
ご自宅や職場へ郵送します。
お申し込みは、ＮＯＳＡＩ山梨へ。
ホームページでも受け付けています。

甘々娘のトンネル換気作業を行う佐藤さん

以前プログラマーだったスキルを農業でも活用

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
「
甘
々
娘
」
栽
培

デ
ー
タ
化
で
作
業
効
率
化
図
る

農業共済新聞
記事紹介

佐
藤
さ
ん
の
記
事
は
、
農
業
共
済
新
聞
４
月
４
週
号

「
首
都
圏
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

中央支所　０５５ー２６６ー４４１１

甲府市、山梨市、笛吹市、甲州市
0553-22-5056（7月10日～）

おしらせ
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①松田聖子の２枚目のシングル。
　青い○○○○○○。
⑥トウガラシ。
⑦図や絵を並べて、解説をつけた書籍。
⑨○○跳び。沖○○。しめ○○。
⑩静かでのどかなようす。
⑬日の丸の色。
⑭親分。組織のトップのこと。
⑮次の次の週。
⑱好きな具を選んで巻いて食べましょう。

堀池沙永さん（富士吉田市）/水上重兵衛さん（山梨市）/山本力さん（韮崎市）/武川和男さん（韮崎市）/福田静代さん（北杜市）/
矢ヶ崎みつるさん（北杜市）/臼井章子さん（上野原市）/市川美津子さん（身延町）/樋口加代子さん（富士川町）/川住悠太さん（富士川町）

①服などの大きさのこと。
②山手線目黒駅と大崎駅の間。
③奈良公園にたくさんいます。
④世間や社会。人々が集まり生活するこの世。
⑤大きい人になりたいものです。
⑧恥ずかしい。○○○○火が出る。
⑪鹿児島県の島。世界遺産にも登録されています。
⑫失敗。
⑬貝の一種。お味噌汁がおいしいです。
⑭野球少年の髪型といえば？
⑯十二星座の一つ。○○座。
⑰芸能人。○○さおり。斉藤○○。柏木○○。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で10名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

春号のクロスワードパズルの答えは「ランドセル」でした。たくさんのご応募をありがとうございました。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥

性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
な
ど
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

　
平
成
29
年
７
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先

　
〒
４
０
０-

０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　hon@
nosai-yam

anashi.or.jp

乳
房
炎
と
戦
う〜

夏
場
の
乳
房
炎
対
処
方
法
〜

　峡
北
・
国
中
地
域
担
当
で
す
。
座
右
の
銘
は
「
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね

ば
成
ら
ぬ
何
事
も
、
成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」
。
獣
医
師
と
し

て
、
農
家
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

家
畜
診
療
所

獣
医
師

　守
屋
裕
樹

適
期
防
除
＆
こ
ま
め
な
潅
水
が
大
切

技
術
顧
問

　齋
藤

　辰
哉

　
皆
さ
ん
、
乳
房
炎
と
戦
う
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
乳
房
炎
を
引
き
起
こ

す
原
因
菌
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
恐
ろ
し
い
の
が
、
大
腸
菌

な
ど
が
原
因
の
甚
急
性
乳
房
炎
で
す
。

非
常
に
短
時
間
で
重
篤
な
症
状
に
陥
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
が
診

療
す
る
際
す
で
に
手
遅
れ
な
ん
て
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
そ
こ
で
、
農
家
さ
ん
に

で
き
る
乳
房
炎
の
対
処
方
法
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
「
乳
房
洗
浄
」
で
す
。
搾
乳

後
の
乳
房
内
に
生
理
食
塩
水
を
注
入
し

搾
乳
、
こ
の
作
業
を
繰
り
返
す
治

療
法
で
す
。
乳
房
炎
原
因
菌
お
よ

び
産
生
さ
れ
る
毒
素
（
エ
ン
ド
ト

キ
シ
ン
）
を
洗
い
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
「
症

状
が
進
む
前
の
初
期
段
階
に
行
う
こ
と
」

で
す
。
こ
の
牛
な
ん
か
あ
や
し
い
ぞ
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
乳
房
洗
浄
！
決
し
て

大
げ
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
進

行
す
る
前
に
乳
房
洗
浄
を
行
え
ば
、
よ

り
生
存
率
が
高
い
と
い
う
研
究
結
果
も

あ
り
ま
す
。
『
今
か
ら
の
季
節
、
牛
舎

の
冷
蔵
庫
に
洗
浄
ボ
ト
ル
を
常
備
！
』

な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
是
非
、

農
家
さ
ん
と
獣
医
師
の
最
強
タ
ッ
グ
を

組
み
、
夏
場
の
乳
房
炎
と
戦
い
ま
し
ょ

う
。

　
収
穫
期
を
間
近
に
控
え
、
管
理
作
業
も
多
忙
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
暖
候
期
（
６
月
か
ら
８
月
）
予
報
に
よ
る
と
、
６
月
か
ら
７
月
の

梅
雨
期
は
曇
雨
天
が
多
く
、
梅
雨
明
け
後
は
晴
天
が
続
き
高
温
が
続
く
見

込
み
で
す
。
気
象
状
況
や
生
育
状
況
に
応
じ
た
管
理
を
徹
底
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
高
品
質
な
果
実
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

家
畜
診
療
日
記

ＮＯＳＡＩトーク
技
術
情
報

農
業

果
樹
果
樹

クイズの答えと一緒に寄せられた
ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

　春号表紙の宮下さんと同じ富士吉
田市に住んでいます。雄大な富士山
の見える場所で農作業をする幸せを
感じ、情報をキャッチしながら家族
が食べる野菜作りをしています。
　　　　　（富士吉田市　60代女性）

　私の生まれは農家で、牛を飼って
いました。とても優しくお互いの気
持ちが通じる牛と長い時を過ごしま
した。もう50年以上も昔のことです。
「家畜診療日記」の記事に思わず涙
が流れました。（北杜市　70代女性）

　昨年トウモロコシ「キャンベラ90」
を植えましたが、上からはカラス、
下からはハクビシンに見事やられま
した。あまり意欲も湧きませんが、
今年の防除をどうしようかと悩んで
おります。　　（南部町　60代男性）

　農業を始めて５年目に入ります。
周りの方々の指導もいただき、どう
にか仕事にも慣れてきましたが、昨
年７月の台風でモモの木が何本か折
れ、共済金をいただきました。自然
が相手ですので、良い時ばかりでは
ありませんが、頑張ってやっていき
たいと思います。
　　　　　　　（笛吹市　30代男性）

　北杜市の小山さん！トラクターに
乗っている姿がかっこいいです。お
いしい野菜の加工品楽しみにしてい
ます。　　　（上野原市　40代女性）

　旬の野菜を使った農菜レシピは毎
号とても楽しみにしています。忙し
い毎日ですので手間をかけずに美味
しく栄養がとれることが一番です。
クロスワードも脳の活性のためにチ
ャレンジしています。
　　　　（南アルプス市　60代女性）

　
　
梅
雨
入
り
後
は
、
灰
星
病
な
ど
の
果

　
実
腐
敗
病
や
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
ハ

　
マ
キ
ム
シ
類
の
病
害
虫
が
発
生
し
や
す

　
く
な
り
ま
す
。
降
雨
前
や
晴
れ
間
を
見

　
て
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
薬
剤
散
布
を
行

　
い
ま
す
。
複
数
品
種
を
混
植
し
て
い
る

　
園
地
で
は
、
早
生
種
に
合
わ
せ
て
防
除

　
を
行
い
ま
す
。

モ
モ
・
ス
モ
モ

防
除
暦
に
沿
っ
た
適
期
防
除

　
　
梅
雨
明
け
後
の
高
温
下
で
は
、
日
焼

　
け
や
着
色
不
良
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、

　
こ
ま
め
な
潅
水
を
心
が
け
ま
す
。

こ
ま
め
な
潅
水

　
　
べ
と
病
の
防
除
で
は
、
散
布
間
隔
を

　
空
け
な
い
よ
う
、
降
雨
前
や
晴
れ
間
を

　
見
て
散
布
を
行
い
ま
す
。

防
除
暦
に
沿
っ
た
適
期
防
除

　
　
大
房
系
品
種
で
は
ベ
レ
ー
ゾ
ン
期（
果

　
実
肥
大
期
）
を
迎
え
ま
す
。
梅
雨
明
け

　
後
に
高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
果

　
粒
の
肥
大
促
進
や
着
色
障
害
を
防
ぐ
た

　
め
、
１
日
か
ら
７
日
間
隔
で
定
期
的
な

　
潅
水
を
行
い
ま
す
。

こ
ま
め
な
潅
水

ブ
ド
ウ
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当選おめでとう
ございます！
当選おめでとう
ございます！

モ
モ
の
有
袋
栽
培
で
は
、
除
袋
の
遅
れ
に
よ
る
着

色
不
良
や
過
熟
果
に
も
注
意
！

着
色
期
の
大
房
系
品
種
で
は
、
夜
温
を
下
げ
る
た

め
、
夕
方
の
圃
場
散
水
や
棚
面
へ
の
散
水
を
行
い

着
色
向
上
を
図
り
ま
す
。

乳房洗浄ボトルセット
購入希望の方は獣医師にお声
がけください。

じ
ん
き
ゅ
う
せ
い

11 10

モモの灰星病
発生したら、発病果や落
果果実の処理を徹底する
（写真：山梨県果樹試験場提供）



旬をおいしく！
農菜レシピ スタッフドピーマン・ピーマンのじゃこ炒め

＊材料＊（２人分）

下ごしらえ  ・ピーマンは縦半分に切り、種を取り除く。
 　　　　　・玉ねぎはみじんに切り、バターでしんなりするまで
　　　　　　 炒め、冷ましておく。
 　　　　　・パン粉に牛乳を加え、ふやかしておく。

①ボウルに挽き肉と塩ひとつまみを入れてよくこね、玉ねぎ、パ
　ン粉、卵を加えてさらにこねる。
②ピーマンに小麦粉をまぶし、タネを詰める。

③フライパンに油を敷き、肉の面を下にして
　焼く。焼き色がついたらひっくり返し、チー
　ズをのせる。

④弱火にしてふたをし、火が通るまで焼く。
⑤皿に盛り、Ａを合わせたソースをかける。

①ピーマンを太めの千切りにして、油で炒める。
②油がまわったら、ちりめんじゃことＢを加え、強火で
　汁気を飛ばしながら炒める。

＊作り方＊

平成29年度通常総代会開催

事業計画・業務収支予算を承認

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

☆スタッフドピーマン

ピーマン…２個
ちりめんじゃこ…15ｇ
Ｂ　酒…大さじ１
　　しょうゆ…小さじ１
　　塩…少々

☆ピーマンのじゃこ炒め

☆スタッフドピーマン

☆ピーマンのじゃこ炒め

スタッフドピーマンとは…

「stuffed」は、「詰める」という意味だそうです。
つまり「ピーマンの肉詰め」ですね。

お好みでチーズを増量しても美味しい！

小麦粉をまぶすことで、
ピーマンと肉がはがれにくくなります。

ゆ
い
と

ゆ
め
な

ピーマン…３個
小麦粉…適宜
合い挽き肉…120ｇ
玉ねぎ…小 1/2 個
卵…1/2 個分
パン粉…大さじ２
牛乳…大さじ１
サラダ油…大さじ２
チーズ…適宜
Ａ　ウスターソース…大さじ１
　　トマトケチャップ…大さじ２

スタッフド
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北
杜
市
小
淵
沢
町
で
水
稲
１
２
０

㌃
、
野
菜
１
５
０
㌃
を
栽
培
し
て
い

る
五
味
さ
ん
。

　
栽
培
品
目
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ほ
か
、

黒
米
や
赤
米
、
ヤ
ー
コ
ン
、
レ
ス
ト

ラ
ン
用
の
カ
ラ
フ
ル
野
菜
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
加
工
品
の
開
発
、

販
路
拡
大
に
も
精
力
的
で
、
１
年
に

70
日
は
東
京
へ
営
業
に
出
向
き
ま
す
。

　
孫
の
結
仁
く
ん
は
農
業
機
械
が
大

好
き
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

畑
を
耕
し
た
り
、
収
穫
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
し
ま
す
。
２
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
の
結
芽
菜
ち
ゃ
ん
は
フ
ル
ー
ツ
と
グ
ミ
が
大
好
き
。

　
２
人
と
も
４
月
か
ら
保
育
園
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
名
前
の
「
結
」

に
は
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
お
友
達
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ね
。

浅
川
　
結
仁
く
ん
（
３
）　
結
芽
菜
ち
ゃ
ん
（
２
）

五
味
　
斉
さ
ん
（
56
）　
久
仁
子
さ
ん
（
56
）

山梨県農業共済組合

ア
ル
バ
ム

冬号

　
通
常
総
代
会
を
終
え
、
平
成
29
年
度
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
い
た
総
代

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
収
入
保
険
制
度
導
入
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
見

直
し
を
含
ん
だ
農
業
災
害
補
償
法
の
改
正
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年

の
年
で
も
あ
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
「
備
え
の
種
を
ま
こ

う
。
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
今
後
す
べ
て
の
農
家

さ
ん
を
対
象
に
両
制
度
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
７
秋
号

　
　
　  （
平
成
29
年
８
月
発
行
予
定
）

平成29年度通常総代会開催事業計画・業務収支予算を承認
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